
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井伊家の名宝を一堂に展示～与板藩井伊家名宝展オープン～
ＮＨＫ大河ドラマ「おんな城主 直虎」の放映にあわせ、直虎が養育したと伝えられる井伊直政ゆか

りの「与板藩井伊家名宝展」が与板歴史民俗資料館で５月 20 日にオープンしました。５年ぶりの一般展

示となる直政ゆかりの「孔雀
くじゃく

尾
お

具足
ぐ そ く

陣羽織
じ ん ば お り

」や井伊神社所蔵の「太刀」、彦根城博物館所蔵で県内初公開

となる「関ヶ原合戦図」の３点は６月１１日までの期間限定展示で、オープン当日は井伊家の名宝を一

目見ようと大勢の人が集まりました。 

  ６月４日には新潟県立歴史博物館の前嶋敏専門研究員による講演会「井伊直政の遺品と戦国時代の文

化」を開催。「陣羽織や刀が与板にあるということは注目すべきこと。与板藩井伊家と直政公との繋がり

を誇りに思い、大事にしていただきたい。」と語っていただきました。 
  名宝展は来年３月まで開催しています。与板に伝わる名宝をこの機会にぜひご覧ください！ 

オープニングセレモニーのテープカット 

前嶋敏専門研究員による講演会 井伊家伝来の名宝の数々 



 

 

与板支所だより 平成 29 年６月号 ２ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年で 22 年目を迎えたよいた楽山苑ライトアップが開催され、美しい石組と新緑の木々が夜

空に浮かび上がりました。 

期間中は正徳館高校の茶道部による抹

茶のおもてなしなど様々なイベントが実

施されました。来苑者は約 3,500 人で、遠

方から足を運ぶ方

も多く見られ、地域

外での知名度の高

さがうかがえまし

た。（５月 12～21

日） 

～地域の宝 夜空に輝く～  雅な雰囲気で今年も多くの方を魅了 

与板の伝統産業に新たな力 地域おこし協力隊員が着任！ 

６月１日から与板地域に地域おこし協力隊員 島田拓弥さんが着任しました。「地域お
こし協力隊」は、地方自治体が都市住民を受け入れ、隊員として委嘱し、一定期間以上、
地域協力活動に従事してもらいながら、地域への定住・定着を図る取り組みです。長岡市
には現在１１名の隊員がおり、島田さんは、与板の伝統産業である「越後与板打刃物」の
後継者育成を目的に委嘱され、鍛冶職人の元で打刃物技術の見習い・実習・情報発信等を
行っていきます。 
               島田隊員から皆さんへ御挨拶！ 

はじめまして。このたび「地域おこし協力隊員」とし

て与板で活動させて頂きます島田拓弥です。私はこれか

ら鍛冶職人の見習いとして与板が全国に誇る打刃物の

製作を学んでいく予定です。 
こちらに来る前は、自転車の組み立てや教科書の販

売、遺跡の発掘作業等様々な仕事をしながら、自分の腕

を磨き続け、物を作り出すことはできないだろうかと考

えていました。そんな中で、長岡市与板地域の鍛冶職人

募集の記事を見つけ応募させて頂きました。これから鍛

冶職人としての心構えや技を学び、ゆくゆくは越後与板

打刃物のアピール、伝統を活かした商品開発、国外への

販売等にチャレンジしていきたいと考えています。 
与板では様々な方々が非常に活発に活動されていま

す。私もこれから与板に住む者としてお手伝いさせて頂

きたいと思います。 
どうぞよろしくお願いします。 

 
 

■名前 島田 拓弥 

（しまだ たくや） 

■年齢 ２９歳 

■出身 神奈川県 

■趣味 剣道 



３ 与板支所だより 平成 29 年６月号  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
与板地域の小学生を対象とした、通年の少年教

育活動事業「ジュニアチャレンジよいた」（通称

JUICY）が開講しました。 

今年はさつまいも作りに挑戦しようと、苗植え

の作業からスタート。これから毎月いろいろな体

験を通して仲間作りを学んでいきます。（５月 27

日）  

JUICY

ジューシー

 畑づくりからスタート！ 

花を見て 優しい気持ちに 

今年も花いっぱい運動の一環として、老人クラブ連合会与板支部福寿会・アーケード商店街・㈱阿

部製作所・愛ラブ与板の皆さんから、与板地域の街路花壇やアーケード沿いのフラワーボックスに、

赤いサルビアや赤・白・ピンクのベゴニアの花苗約 3,000 本を植えていただきました。 
これから大きく育ち、街並みを彩る花々をご覧下さい。（５月 11～13 日） 

五月晴れの下、与板河川緑地たちばな公園に 
おいて、地域対抗スポーツ大会（ディスクゴル 
フ）を開催しました。 
ディスクゴルフは、ゴルフのボールの代わりに 

フリスビーを使用した競技で、専用ゴールにいか 

に少ないスコアでホールアウトできるかを競う 
スポーツです。 
当日は 18 ホール・ＰＡＲ72 のコース設定で、14 町内 110 名が参加し、苦戦しながらも楽しんでフ

リスビーを投げていました。（５月 14 日） 

江西２丁目が２連覇!! 

 

右 

フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
（
ベ
ゴ
ニ
ア
） 

左 

街
路
花
壇
（
サ
ル
ビ
ア
） 



 
 

 与板支所だより 平成 29 年６月号 ４  

                             

                             

                             

 

催
し 

 

楽
し
い
お
取
越
に
ご
協
力
を 

６
月
25
日
（
日
）
～
27
日
（
火
） 

本
願
寺
新
潟
別
院
お
取
越
が
開
催
さ

れ
ま
す
。 

今
年
は
露
店
が
東
側
に
出
店
し
ま

す
の
で
、
通
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い

よ
う
、
車
・
自
転
車
等
の
駐
車
は
、

支
所
駐
車
場
や
中
町
駐
輪
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。 

【
問
】
産
業
建
設
課
商
工
観
光
係 

☎
72
・
３
２
０
１ 

 

健
康 

 

こ
こ
ろ
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す 

眠
れ
な
い
、
疲
れ
が
と
れ
な
い
な

ど
の
悩
み
に
、
臨
床
心
理
士
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。 

日
時
＝
７
月
７
日
（
金
） 

午
後
１
時
30
分
～ 

講
師
＝
高
橋
元
恵
先
生 

会
場
＝
与
板
保
健
セ
ン
タ
ー 

定
員
＝
２
名
（
要
予
約
）
定
員
に
達 

し
た
時
点
で
締
め
切
り 

参
加
料
＝
無
料 

【
申
・
問
】
市
民
生
活
課
保
健
係 

 
 

☎
72
・
３
１
９
０ 

与板の味・技を広くＰＲ 

東京上野恩賜公園で、「えちご長岡・佐渡

広域観光フェア」が開催されました。    

 拓本体験では、大勢の外国人観光客を含

め、与板拓遊会メンバーの手ほどきで、作品

づくりを楽しんでいました。 

越後与板打刃物匠会の鍛冶体験コーナー

では、炎天下の中、参加者は汗を光らせオリ

ジナルの切り出し作りを行っていました。 

 与板観光協会ブースでは、新潟限定生ビールや地域の特産品

が大好評。今年は中川清兵衛敬慕会も参加し、コースターを配

りながら先人の偉業をＰＲ。 

 与板の伝統文化と地域の魅力を十分に発信した２日間でし

た。（５月 20 日、21 日）  

 
 

美味しいから、もう１個ちょうだい！！ ほのぼ～の☆カフ

ェ・離乳食講座が行わ

れました。 
今回のメニューは、

野菜スープを使った

離乳食。子ども達は美

味しそうに、パクパク

沢山食べていました。

（５月 19 日）



 
 

５ 与板支所だより 平成 29 年６月号 

○
暮
ら
し
○ 

出
水
期
の
大
雨
に
ご
注
意
く
だ
さ
い 

毎
年
、
梅
雨
時
期
に
な
る
と
、
ま

と
ま
っ
た
雨
に
よ
る
水
害
（
土
砂
災

害
等
）
が
各
地
で
発
生
し
て
お
り
、

長
岡
市
で
も
平
成
23
・
25 

年
度
に

大
雨
に
よ
る
大
き
な
被
害
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。
梅
雨
前
線
が
活
発
に
活

動
す
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
天
候
の

変
化
に
十
分
注
意
し
、
災
害
へ
の
備

え
を
お
願
い
し
ま
す
。 

災
害
時
の
避
難
情
報
の
名
称
が
変
わ

り
ま
し
た 

避
難
を
す
る
段
階
を
明
確
に
す
る

た
め
、
避
難
準
備
情
報
等
の
名
称
を

変
更
し
ま
し
た
。
災
害
が
発
生
、
ま

た
は
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、

新
た
な
名
称
で
避
難
情
報
を
発
令
し

ま
す
。 

 

皆
さ
ん
が
取
る
べ
き
行
動 

 

避
難
情
報
の
種
類
に
よ
り
次
の
行
動

を
お
願
い
し
ま
す
。 

◎
「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開

始
」
が
発
表
さ
れ
た
ら 

①
避
難
の
準
備
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。 

②
避
難
に
時
間
が
か
か
る
と
思
わ
れ

る
人
は
、
避
難
を
開
始
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

③
ご
近
所
に
避
難
が
困
難
な
人
が
い

た
ら
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

◎
「
避
難
勧
告
」
が
発
令
さ
れ
た
ら 

①
落
ち
着
い
て
避
難
を
開
始
し
て
く

だ
さ
い
。 

②
ご
近
所
に
避
難
が
困
難
な
人
が
い

た
ら
、
必
要
に
応
じ
て
避
難
の
手
助

け
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
「
避
難
指
示
（
緊
急
）
」
が
発
令
さ

れ
た
ら 

直
ち
に
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。 

 

全
市
民
が
防
災
要
員 

 

◎
隣
近
所
で
助
け
あ
い
ま
し
ょ
う 

日
頃
か
ら
、
隣
近
所
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
集
落
、
自
主
防
災

会
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。 

◎
２
階
へ
の
避
難
が
安
全
な
場
合

が
あ
り
ま
す 

移
動
を
最
小
限
に
お
さ
え
、
自
宅

２
階
へ
の
退
避
に
よ
る
屋
内
安
全
確

保
や
近
く
の
ビ
ル
な
ど
へ
の
高
所
避

難
の
方
が
安
全
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

◎
み
ん
な
で
協
力 

避
難
所
運
営 

避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
支
援
や
物

資
の
配
布
な
ど
、
助
け
合
い
や
譲
り

合
い
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
円
滑
な

避
難
所
運
営
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。 

   

            

○
暮
ら
し
○ 

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ル

な
が
お
か
」
の
出
前
相
談
を
ご
利
用

く
だ
さ
い 

夫
婦
間
や
家
族
間
の
誰
に
も
言
え

な
い
悩
み
、
な
ん
で
も
お
話
し
く
だ

さ
い
。
女
性
相
談
員
が
一
緒
に
解
決

方
法
を
考
え
ま
す
。 

相
談
専
用
電
話
＝ 

０
９
０
・
４
０
６
４
・
６
０
１
７ 

受
付
時
間
＝
月
～
金
曜
日 

 

午
前
10
時
～
午
後
４
時 

 

健
康 

 

健
康
づ
く
り
に
活
用
く
だ
さ
い 

最
新
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ス
ポ
ッ
ト

（
体
組
成
計
）
の
体
験
会
を
開
催
し

ま
す
。
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ス
ポ
ッ
ト
の
測

定
及
び
結
果
説
明
会
と
な
が
お
か
タ

ニ
タ
健
康
く
ら
ぶ
新
規
会
員
申
込
及

び
更
新
申
込
受
付
を
行
い
ま
す
。 

日
時
＝
①
６
月
20
日
（
火
） 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

②
６
月
28
日
（
水
） 

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分 

会
場
＝
よ
い
た
コ
ミ
セ
ン
１
階 

対
象
＝
18
歳
以
上
の
方 

参
加
料
＝
無
料
（
た
だ
し
、
な
が
お

か
タ
ニ
タ
健
康
く
ら
ぶ
新
規
申
込
み

の
場
合
３
，
０
０
０
円
。
更
新
申
込

み
の
場
合
２
，
５
０
０
円
が
必
要
） 

持
ち
物
＝
健
康
く
ら
ぶ
会
員
の
方
は

活
動
量
計 

申
込
＝
①
②
と
も
実
施
日
の
前
日
ま

で ※
６
月
が
な
が
お
か
タ
ニ
タ
健
康
く

ら
ぶ
更
新
時
期
の
方
は
こ
の
機
会
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
問
】
市
民
生
活
課
保
健
係 

☎
72
・
３
１
９
０ 

災害時の避難情報の名称が変わりました  

変更前       変更後 
    避難指示  ⇒ 避難指示（緊急） 
 
    避難勧告  ⇒ 避難勧告 
 
   避難準備情報 ⇒ 避難準備・高齢者等 

避難開始 

危険度 



編集／発行 長岡市与板支所地域振興課 ☎0258-72-3101（直通）FAX：72－3331  yit-chiiki@city.nagaoka.lg.jp  

市ホームページではカラー版がご覧になれます。

http://www.city.nagaoka.niigata.jp/shisei/osirase/yoita/osirase.html 

 

与板地域の人口（H29.６.１現在）※（ ）前月比

世帯数 人口 男 女 

2,252 世帯
（＋２） 

6,538 人 
（－13） 

3,209 人 
（－6）  

3,329 人 
（－7） 

※外国人世帯・人口を含む 

■納期限は 

６月３０日（金）です  

市・県民税 １期 

介護保険料 ３期 

下水道事業受益者負担金 １期 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

健康ひとくちメモ② 

ピロリ菌の除菌は胃がん予防の最前線 

長岡市では中学２年生に「ピロリ菌」の検査を実施し

ています。胃がんのリスクを判定する検査で、全国的に

みても先進的な取り組みです。40 歳～70 歳の方へも順

次１回だけ、検査のお知らせが届きます。 
 ピロリ菌は人の胃粘膜で増殖して胃炎を引き起こし、

高い確率で胃がんを発生させます。長岡市でも、ピロリ

菌検査後の精密検査で、胃がんバリウム検診よりも高い

確率で早期の胃がんが発見されています。 
 ピロリ菌は口から口へ感染するため、家族内感染も考

えられます。ピロリ菌感染が見つかった場合、同居のご

家族も検査をおすすめします。感染してから時間が経過

するほど、胃がん発生の確率も高くなりますので、早め

の除菌が胃がん予防の最前線となります。ピロリ菌検査

後の精密検査は放置せず、早急に検査を受けましょう。

 減塩効果で胃がんは減少しました。今度はピロリ菌の

除去で、胃がんを予防しましょう。また、除菌後も年に

1 回の経過観察または胃がん検診を受けましょう。 

1 土 土砂災害Ｄメールテストメール発信 

2 日  

3 月  

4 火 七夕かざり作り（子育ての駅） 

5 水  

6 木  

7 金 
七夕まつり（子育ての駅） 
こころの相談会（与板保健センター） 

8 土 多世代健康づくりセミナー① 

9 日  

10 月 多世代食育講座（よいたコミセン） 

11 火  

12 水  

13 木  

14 金  

15 土 
子宮・乳がん検診、骨粗しょう症予防教室（与
板体育館） 

 

16 日  

17 月 海の日 

18 火  

19 水 親子体操教室（子育ての駅） 

20 木 離乳食相談会（子育ての駅） 

21 金
ほのぼ～のカフェ（よいたコミセン） 
授業最終日（小中学校） 

22 土 多世代健康づくりセミナー② 

23 日 第27回与板地域親善ゴルフ大会 

24 月  

25 火  

26 水  

27 木 ３歳児健康診査（三島保健センター） 

28 金 誕生会（子育ての駅） 

29 土  

30 日  

31 月  
自動車文庫「米百俵号」巡回日程 

７月５日（水） 
 10：30～10：50 槙原農村センター 

 11：00～11：20 旧与板公民館黒川分館 

 11：30～12：00 ふれあい交流センター 

 13：10～14：00 与板幼稚園 

７月６日（木） 

 13：10～14：00 与板小学校 

７月 11 日（火） 

 13：00～13：20 旧与板公民館本与板分館

 13：40～14：00 城山集会所 


